
「竜」
岩見沢市立美流渡中学校

3年　小松拓哉

「公園の木」
釧路市立愛国小学校

4年　遠藤弘平

「リスの遠足」
釧路市立布伏内小学校

5年　八幡亜衣

「地球で対決！」
釧路市立布伏内小学校

3年　赤堀友哉

「飛ぶノコギリクワガタ」
釧路町立別保小学校

5年　大塚智裕

　毎年恒例の北海道こども木工作品コンクール展は

今年度も盛況のうちに幕を閉じました。当コンクー

ルは道内すべての小中学校に作品の応募を呼びかけ

ています。コンクールへの作品制作を通じて，こど

もたちが木の良さを感じることができたり，想像力

や工作技術が自然と向上することをねらいとしてい

ます。

　さて，第 15 回という節目を迎えた今回のコンクー

ルでは，合計でのべ 19 校から 174 作品の応募があり

ました。これらの作品については，去る 7 月 18 日に

有識者による審査委員会を開催し， 17 点の作品が最

優秀賞以下各賞に選出されました。審査基準のポイ

ントは，素材の特徴を生かした独創性，機能，デザ

イン，工作技術です。今回も子供たちが丹精こめて

制作した力強い作品が多く，審査員も悩んだ末での

選出でした。なお，最優秀賞の制作者には北海道知

事賞が授与されています。

　これらの受賞作品を含めた全応募作品を，7 月 28 日

～ 8月 26日までの約 1か月の間，当場敷地内にある展

示施設の「木と暮らしの情報館」に展示しました。期

間中は約 3,300 人もの来館者があり，子供から大人ま

でがすばらしい作品の数々に見入っていました。

　それではここからは各募集区分ごとに，受賞作品

の紹介に移ります。

☆木工工作個人の部☆

　木工工作個人の部には計

16作品の出品がありました。

　最優秀賞に選出された「わ

し」は，枝に止まっている

鷲の様子を様々な部材をう

まく組み合わせて表してい

ます。審査員からは，木の

表情をうまく引き出してい

て，生物としての表現につ

いてもとても優れていると

いった講評がありました。

　優秀賞は 2 点で，木の枝

と松かさを組み合わせて，

空を飛んでいる姿をダイナミックに表現した「竜」，

木とベンチでかわいらしく公園の様子を表した「公

園の木」が選出されました。

　特別賞は 3 点で，木の円盤を様々に切って組み合

わせてリスに見立てた「リスの遠足」，木の丸棒やヘ

ラ，枝や板から切り出した材料を組み合わせて戦い

の様子を表した「地球で対決！」，枝を組み合わせ着

色した顔をつけた「飛ぶノコギリクワガタ」が選出

されました。

第15回北海道こども木工作品コンクールを終えて

企画指導部　普及課　田戸岡 尚樹

わし
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「わし」
札幌市立緑丘小学校
　5年　渡辺  陸



「風穴～ナキウサギの
住むところ～」

置戸町立勝山小学校 4 年
  柏原雄大，飛田智流，

豊泉零生，藤江小春

「夢の黒松内～流木
アート～」

黒松内町立黒松内小学校
4年

豊田志歩，中島北斗，
恵本恭太，庄子和葉，
井口慎吾，大谷  光，
鈴木貴彦，藤村希望，
逢見拓也，竹村純一　  

「さいきょうひろば」
網走市立西小学校 4年

  青柳洸輝，石川琢人，
  谷  和真，三春幸太

「どんぐり公園」
 網走市立西小学校 4年
 川端  舞， 鈴木優奈，
 濱谷怜奈，林  朋未  

☆木工工作団体の部☆

　木工工作団体の部には計 12 作品の出品がありま

した。

　最優秀賞に選

出された「森の

大運動会」は，

木の枝を組み合

わせて作った子

供たちが，綱引

きと玉入れをし

ている様子を一

枚の方形の枠の

中で表現してい

ます。審査員か

らは，ダイナミッ

ク で 動 き が 伝

わってくる，団体作品としてチームワークが見え

るといった講評がありました。

　優秀賞は 2点で，ナキウサギの巣穴をファンタジー

風に制作した「風穴～ナキウサギの住むところ～」，

流木の小枝で理想の町を表現した「夢の黒松内～流

木アート～」が選出されました。

　特別賞は2点で，小枝，葉，松かさ，どんぐりなど様々

な材料を使って怪獣がいる広場を表現した「さいきょ

うひろば」，同じくいろいろな材料で動物たちが遊ん

でいる公園を表現した「どんぐり公園」が選出され

ました。

　今回木工工作の二つの部で選出された作品は，い

ずれもホットメルト接着剤を使用して制作されたも

のでした。この接着剤は簡単に材料を組み合わせる

ことができるためいろいろな表現ができる反面，ねじ

や釘と比べると強度面で大きく劣り，接着が不十分だ

と部品がぽろりと落ちてしまうことがあります。姿を

維持することは作品として最低限の条件なので，十分

注意して制作する必要があります。また，本コンクー

ルでは実用的な工作作品と美術的な表現作品の境はあ

りませんが，それらの両方を備えた，工作の機能美が

表れた作品にも期待が高まっています。

☆レリーフ作品の部☆

　レリーフ作品の部は例年応募点数が多く，今年度

は計 146 作品の出品がありました。

　レリーフ作品の部では指定材料として，赤く着色

した接着剤で単板を積層し

たアート彫刻板（林産試験

場開発製品）を使います。

これを上手に彫り込むこと

で，接着層の赤色を効果的

に使用したレリーフを制作

することができます。

　最優秀賞に選出された

「HAKUSAI」は，白 菜 を モ

チーフとして，しっかりと

細かく立体的に彫り込んで

います。審査員からは，ま

るで実物のようにみずみず

しさを感じるといった講評

がありました。

　優秀賞は 2 点で，彫り込んで出した接着層の赤色

を使い夕焼け空に飛ぶ鳥を表した「夕日」，ぶどうの

粒を一つ一つ立体的に表現した「ぶどう」が選出さ

れました。

林産試だより　2007年9月号6

「森の大運動会」
滝上町立濁川小学校3･4年

籠尾善大，谷内紳作，白戸  奏，
平本泰樹，渡邊悠斗，石橋一貴，
平本春乃，保科遥香，井上富仁，

奥田菜菜美

「HAKUSAI」
厚沢部町立鶉中学校

3 年　庄山源太



「夕日」
岩見沢市立第二小学校

5年　坪川貴明

「ぶどう」
登別市立幌別中学校
1年　佐賀野成美

「届かない月」
倶知安町立倶知安中学校

2年　島谷萌花

「スティラコサウルス」
岩見沢市立第二小学校

5年　新田宥介

「トーラサンペ」
釧路市立阿寒湖小学校

5年　中川駿之介

　特別賞は 3 点で，水たまりに反射して映る月とそ

こにたたずむ人の足を表した「届かない月」，アイヌ

語でマリモを表す言葉を表現豊かに彫り込んだ「トー

ラサンペ」，白亜紀に北米にいたといわれている恐竜

をモチーフとした「スティラコサウルス」が選出さ

れました。

　レリーフ作品の部は，毎年必ず応募するよう授業

で取り組んでいる学校もあり，立体表現や色の使い

方などの技術レベルが年々上がってきています。一

方で，アート彫刻板の特徴を生かしきれていない平

面的な作品も多かったのですが，来年度もコンクー

ルに継続して取り組むことで，表現力の向上が見ら

れることを楽しみにしています。

　15 回目の開催を終えた北海道こども木工作品コン

クールですが，来年度以降も継続して開催する予定

です。森林資源が豊富な北海道の特色を生かして，

全道の小中学生からのこれまで以上に積極的な応募

を期待しています。
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